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• ダブルハルタンカーの導入促進等を内容とする海洋汚染防止条約の改正
（2003年12月採択）

• 2004年2月採択）
–
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2002年12月制定、2003年平成１５年１月施行

自然再生に関する施策を総合的に推進し、生物多様性の確保を通じて自然と共
生する社会の実現を図り、あわせて地球環境の保全に寄与することを目的

自然再生：過去に失われた自然を積極的に取り戻すことを通じて生態系の健全
性を回復することを直接の目的として、自然環境の保全、再生、創出等を行う
こと

科学的データを基礎とする丁寧な実施
多様な主体の参画と連携

例）直線化された河川の蛇行化による湿原の回復
　　都市臨海部における干潟の再生
　　森づくり
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